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５月24日（日）第10会場　午後1:00～4:15

アメリカン・ギルドの研究（1 ）一産業革命後のミシンの導入について

共立女大家政　○玉田真紀　伊藤紀之

目 的　 ギ ル ド と は 、 ア メ リ カ で は 一 般 に ペ ッ ト カ バ ー を 総 称 し て 呼 ぶ が 、 共 立 女 子 大 学

で は19 世 紀 初 頭(1820 年 前 後 ） か ら1940 年 代 ま で に 制 作 さ れ た ギ ル ド を60 点 所 蔵 し て い る 。

中 で も1860 年 頃 か ら1900 年 頃 の も の が 多 く 、 繊 維 産 業 を 中 心 と し た 産 業 革 命 が 進 行 し 生

活 が 移 り 変 わ っ て い っ た 時 代 を 反 映 し て い る 。 今 回 は 、 ギ ル ド に ミ シ ン が ど の よ う に 使 わ

れ て い る か 実 態 を 調 査 し 、 ミ シ ン の 普 及 と い う 視 点 か ら 理 解 で き る 当 時 の 生 活 の 変 化 を 考

察 す る こ と を 目 的 と す る 。

方 法　60 点 の ギ ル ド に つ い て 、 ミ シ ン 使 用 を 、 裏 布 の 接 ぎ 合 わ せ 、 表 布 の 接 ぎ 合 わ せ 、

周 囲 の 始 末 に 分 け て 調 べ 、 制 作 年 代 を お っ て 検 討 し た 。

結 果　 ミ シ ン が 使 わ れ た ギ ル ド は44 点 、 全 体 の73% 、 手 縫 い の み が16 点 、27% に 比 べ

て 多 か っ た 。 う ち 、 裏 布 の 接 ぎ 合 わ せ に 使 っ た も の が31 点 、52% と 多 く 、 表 布 の ピ ー シ

ン グ や ア ッ プ リ ケ な ど が24 点 、40% 、 周 囲 の 始 末 が21 点 、35% だ っ た 。 ア メ リ カ で の ミ

シ ン の 販 売 数 は1856 年 以 降 、 家 庭 用 が 設 計 さ れ た こ と を き っ か け に 急 速 に 伸 び て い っ た 。

家 族 全 員 の 衣 類 や 寝 具 な ど す べ て 必 要 な も の は 揃 え な け れ ば な ら な か っ た 女 性 達 に と っ て

ミ シ ン は 画 期 的 な 道 具 と な っ た 。 本 学 所 蔵 の ギ ル ド に つ い て も 、1860 年 以 降 の も の は 裏

布 、 表 布 、 周 囲 の 始 末 と 幅 広 く ミ シ ン 使 用 が 見 ら れ 、 家 庭 に ミ シ ン が 導 入 さ れ 生 活 が 変 化

し た 一 端 を 知 る こ と が で き た 。
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